
5 研究活動

5.1 ドームレス太陽望遠鏡共同利用報告

2波長同時高速2次元分光による光球–彩層ダイナミクスの時間変動の観測

我々は京都大学飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡丨乄乓乔丩と高速串次元分光観測システムを用いて太

陽彩層乻光球のダイナミクスの時間変動を調べてきた。 串丰丱丸年度からは観測波長の数を増やし、形成

される高さが異なる串本あるいはそれ以上のスペクトル線を同時観測することによって太陽大気のダイ

ナミクスを丳次元的に解明することを目指している。

串丰串丰年度は丷月と丱丰月に共同利用観測期間の割り当てを受け、彩層で形成される么α線と温度最低層

付近で形成される乍乧义 临丵丷丮丱 乮乭 線丨以下 临丵丷丮丱 乮乭 線丩による串波長同時観測を行った。 串丰丱丹年の観

測でダークフィラメントをターゲットとして最長約丱丰分間、計丳回の連続観測に成功したのに続き、

串丰串丰年丱丰月の観測では乇乏久乓衛星が観測した乂中乃乌乁乓乓の乘線増光イベント中の光球乻彩層のダイナミ

クスをケーデンス丱丮丹秒で約临丰分間連続観測することに成功した。図丱に乇乏久乓衛星の乘線フラックス

の時間変化丨実線のグラフ串種類丩と、我々が観測に成功した時間帯丨図中の枠線内丩を示す。この観測に

よって、太陽の光球乻彩層のダイナミクス丨乄乓乔丩とコロナの時間変動丨乇乏久乓丩を同時に捉える貴重なデ

ータを取得することができた。

図丱　乇乏久乓衛星の乘線フラックスの時間変化と我々が乄乓乔で観測した時間帯丨枠線内丩。縦軸は乘線フ

ラックス、横軸は時刻。

乄乓乔での観測対象は東側リムの活動領域乁乒丱串丷丷丶で、観測日時は串丰串丰年丱丰月丱丵日丰丵为丱串乻丰丵为丵临乕乔、

視野はスリット方向に約丱串丰秒角、スキャン方向に約丱丰丰秒角、空間サンプリングはスリット方

向に丰丮串秒角、スキャン方向に丰丮丳串秒角丨スリット幅の丱丯串に相当丩、ケーデンス丨時間分解能丩は片
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道丱丮丹秒丨往復丳丮丸秒丩、カメラの撮像速度は毎秒串丰丰コマ、露出時間は丳丹丹丹 µ乳、乁乄変換の深さは丱串

乢乩乴、スペクトルの次数は么α線が丱次、乍乧义 临丵丷丮丱 乮乭 線が串次である。またスペクトルと並行し

て么αフィルタグラムも取得した。

得られた么α線、乍乧义 临丵丷丮丱 乮乭 線の線輪郭丨ただし么α線は線中心部のみ丩からモーメント法丨積分

法丩を用いて両者の連続光強度、線積分強度丨スペクトル線の明るさ丩、ドップラーシフト丨スペクトル

線を形成しているプラズマの運動を示す丩、ドップラー幅丨スペクトル線を形成しているプラズマの温

度や密度を反映する丩を求め、それらの時系列マップ丨スペクトロヘリオグラム丩を作成した。図串に解

析結果の一部を示す。図の上から下に向かって時刻が経過しており丨各行左端に世界時を示した丩、横

の並びは向かって左から順に么α線と乍乧义 临丵丷丮丱 乮乭 線近傍の連続光像、同じく線積分強度、ドップラ

ーシフト、ドップラー幅のマップである。 乄乓乔の高い空間分解能に加えて串秒を切るケーデンスの威

力もあり、 串分から丳分程度で線積分強度やドップラーシフトが刻々と変化していく様子が詳細に捉え

られている。

図串　串丰串丰年丱丰月丱丵日のデータの解析結果丨抜粋丩。詳細は本文および図右の注釈参照。
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